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次を考えることは心配りになる ～出帆の精神～      柏木 博之 
 日本の教育史上優れた三つの教育機関の一つ，江田島海軍兵学校の教育の中心にすえられたのが「出帆の精神」です。（出帆

＝「しゅっぱん」と読みます。）十年以上も前に中学１年生を担任していたとき，１学期終業式の日の朝，私は次のような話を

しました。 

日本には昔，海軍がありました。日本海軍の優秀さは日露戦争などを通して世界にも知れわたっていました。江戸時代に

海軍を持たなかった日本が約５０年後，世界最強のロシア海軍・バルチック艦隊に勝ったのです。日本の海軍には「出帆の

精神」という言葉がありました。船を止めるときには次に船を出すときに出しやすいように止める。船はいつでも出せるよ

うにしておく，という心配りのことを言います。身近なことで言えば，はきものをそろえることもその精神の現れです。整

理整頓が大切だという教えは，命をかけて闘ってきた人生の先輩の知恵なのです。 

この一学期の準備は卒業式の時に始まりました。卒業した先輩たちも新しく入学して来る皆さんのために，丸一日をかけ

て，壊れた箇所の修繕，使ったところの清掃をして卒業しました。入学式前に二年生，三年生の先輩がさらに掃除をしたり，

飾り付けをしたりして，みなさんを迎えてくれました。 

 二学期の準備は，今日の大掃除のときから始まります。掃除をきちんとすることはもちろんです。さらにチェックリスト

に従ってそれぞれの掃除場所で点検をして下さい。一学期の最後は「出帆の精神」の勉強です。みんなが心地よく二学期を

迎えることができるように，一人一人が心配りをしてください。 

  

教室だけでなく，学校では，次のための心配りをするところがいっぱいあります。“自分の靴箱に靴をそろえて入れる。トイ

レのスリッパを次に使う人のためにそろえる。邪魔にならないように立ったらイスを入れる。”等々見つけきれないくらいです。

実はこれらは，“しつけの三大原則”でもあります。 

 職員駐車場の車の向きでそこに勤務する教員の心配りがわかります。 

     

 上の写真は，以前勤務していた学校の駐車場です。左は校庭が小学生のサッカー大会の会場になっていたときの来校者の車で

す。（反対向きの１台は当時の教頭先生の車）右の写真は，当時の同僚の先生たちの駐車の様子です。学校では，いつ・どこで

問題が起きても，すぐ教師が対応できないといけません。すぐ行動できるために，どう駐車すればよいか答えは決まっています。

会議で指摘してもなかなかよくならなかった記憶があります。 

 家でも玄関の靴をそろえる等，心配りするところがありますね。ぜひ，親子の間でも心配りをいっぱいしてください。 

 ちなみに，三大教育機関のあと二つは，吉田松陰の松下村塾と薩摩の郷中教育といわれています。共通していることは，そこ

で学んだ人が世のために，人のために心を配って生きたことです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

９日（月）～１３日（金）は梅雨時期に本に親しむ「あじさい読書週間」でした。 

３時間目は，緑陰読書の予定でしたが，雨が降ったために図書室に場所を移し，児童・

生徒全員で読書を楽しみました。保護者の方も参加していっしょに本を読んでください

ました。 

ひと月に６～１０冊読むと学力が向上するといわれます。また，一日１０分本を読む

だけで，音楽を聴くと同様のリラックス効果があることもわかっています。ご家庭でも

テレビのスイッチを切って，この時期読書を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 

 

１１日（水）に子供たちが待ちに待った「プール開き」が行われ

ました。この日のための青年団のみなさんにプールを掃除していた

だきました。子供たちは，水遊びをしたり，自分が得意とする泳ぎ

を何度も泳いだりしました。また，先生と相談しながらこの夏の水

泳の目標を立てやる気を高めました。三島村は海に囲まれた島です。

命を守るためにも泳力を高める必要があります。授業時間や夏休み

の自由時間を生かして水に十分に慣れ親しみ，泳力を高めていきま

す。 

 

                                 

１３日（金）に高齢者学級の方々をお招きして給食試食会・スポーツ大会を 

実施しました。給食試食会では，普段子供たちが学校で食べている給食を高齢 

者の方々にも試食していただきました。「たくさんの人数で食べるとおいしい。」 

と喜んでくださいました。高齢者スポーツ大会は，子供たちと高齢者の方がチ 

ームを組み，楽しくグランドゴルフをプレーすることができました。高齢者の 

方と子供たちにとって，充実した々ふれ合い活動となりました。またのお越し 

をお待ちしております。 

 自然の中で仲間づくり自分磨き～宿泊学習を体験しました 
4日（水）～5日（木）まで小学3年生，５年生，6年生は硫黄の冒険ランドで三島村四小学校合同宿泊学習

に参加してきました。 三島村の小学3年生以上の児童22名が集まりました。島内めぐり，カレーライスづく

り，キャンプファイヤー，ジャンベ活動などのプログラムを新しい仲間と試行錯誤したり 

協力したりしながら楽しく過ごすことができました。 

 竹島や黒島に船で帰る友達をジャンベの演奏で送りました。「また会おうね。」と大きな声が硫黄島港に響き

声が響き渡り，子供たちはいつまでも見送っていました。 

 

 

 

 

 

2日（月）～5日（木）まで三島村四中学合同修 

学旅行に行って参りました。長崎では平和学習，福 

岡では大宰府天満宮参拝やプロ野球観戦，鹿児島市 

では甲南中学校と交流学習をし，人間的にも大きく 

成長し硫黄島に帰って来ました。 

 子供たちは，旅をすることができたことへの感謝 

の気持ちでいっぱいです。お土産話を聞いていただ 

けたらうれしいです。 

平成２６年度 三島村立 三島小中学校 

 

                                        ６月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!!   時間を守り，機敏な行動をしよう!! 

 

 

 

 

 

 

  

 


